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一般社団法人 日本旅行業協会

素材研究
　・オフリド（北マケドニア共和国）

第5回「ジャパン・ツーリズム・アワード」募集

観光庁に訪日旅行の提言書を提出
訪日旅行推進委員会
JATA「2019年度事業方針」決定
「チャレンジ＆トライ」へ、担当責任者が抱負

新企画「わが社のこのひと」
Vol.1 （株）毎日企画サービス 旅行部 山岳課 課長 鈴木正喜さん

お問合せ・資料請求 TEL：03-3504-1751　FAX：03-3504-1753
E-mail：credit@yu- jata.com

株式会社ジャタはJATAの会員サポート拡大を目的として旅行業に係わる団体制度を取り扱う会社です。

お客様がご来店またはお振込みで
なければお支払いいただけませんでした。

ご来店やお振込みいただかなくても、お客様に
メールをお送りするだけで決済可能！
即日売上確定も可能で不履行のリスクもございません。

お客様からインターネットでのクレジットカード決済取引のご要望が今後ますます
増えていくことが予想されます。クレジットカード決済手数料の負担が軽減され、
手続きも簡便ですので、この機会に貴社のコスト・未収入金を削減し、お客様の
利便性向上につながる「JATA web 決済」の導入を是非ご検討ください。

これまで

これから

1特長
「JATA web 決済」ならではの手数料を適用可能です。
（但し、導入にあたってはクレジットカード会社の審査が必要です。）

※ クレジットカード会社との契約により、旅行会社がお客様のクレジットカード番号情報をお聞きして代行手続きすることは許可されていません。

※1.2％の手数料率は日本国内で発行されたVISA、MasterCard のご利用が対象となります。

2特長 導入費用・月額利用料
導入の際の初期費用や月額のコストはかかりません。 ご利用にあたっても完成したシステムをお使いいただくため、
貴社での開発や複雑な設定も不要で、かんたんに導入いただけます。

無料無料 0

3特長 クレジットカード情報の非保持化対応
お客様ご自身がクレジットカード情報を決済画面に入力してお支払されますので、貴社はクレジットカード情報を
把握する必要はありません。また、クレジットカード情報は貴社の機器・ネットワークにおいて保存、処理、通過も
されませんので、貴社における非保持化対応は不要です。もちろんPCI - DSS 準拠も不要です。

不要不要

優れたクレジットカード手数料               （VISA、MasterCard）1.2％

ＪＡＴＡ会員様のみのサービスが登場！ＪＡＴＡ会員様のみのサービスが登場！

事務の迅速、省力化が図れます。! 事務の迅速、省力化が図れます。

1.2％
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ダウンロードができる旅行業登録票は、下記のとおり
です。
１．旅行業登録票（業務範囲：海外旅行・国内旅行）
２．受託取扱企画旅行 別掲（業務範囲：海外旅行・
国内旅行）

３．旅行業登録票（業務範囲：国内旅行)
４．受託取扱企画旅行 別掲（業務範囲：国内旅行）
※ご希望の方は、JATAホームページより「会員・旅行
業のみなさまへ」をご参照ください。

ラグビーワールドカップの開幕まで半年を切り、欧米豪
のロングホール市場からのインバウンド需要の活性化
に期待が高まっています。東京オリンピック・パラリン
ピックも来年に控え、訪日旅行の拡充を図る絶好の機
会をどう活かすのか。JNTOの清野智理事長とJATA
の堀坂明弘副会長が、JNTOとJATAとの連携による
取り組みに熱い意欲を示しました。

「旅行業登録票」はJATAホームページより
作成およびデータのダウンロードができるよ
うになりました。
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本
年
度
は
、

2
0
2
0
年
4
月

か
ら
の
国
内
航
空
の

新
個
人
型
運
賃
に

対
応
す
る
た
め
、取

消
料
の
早
期
収
受
を
可
能
と
す
る
個
別
認
可
の

旅
行
業
約
款
案
の
作
成
と
旅
行
パンフ
レッ
ト（
取

引
条
件
説
明
書
面
）の
表
示
方
法
の
検
討
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、2
0
1
0
年
に
発
刊
し
た「
法
務
Ｑ
＆

Ａ（
総
集
編
）」と
そ
の
後
の「
法
務
Ｑ
＆
Ａ
」を
加

え
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た「
改
訂
法
務
Ｑ
＆
Ａ（
総

集
編
）」の
発
刊
を
目
標
と
し
て
、「
旅
行
実
務
に

役
立
つ
法
務
」を
目
指
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
重
要
施
策
事
業
と
し
て
、旅
行
業

界
向
け
に
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い
る
新
入
社
員
、

入
社
3
年
目
～
5
年
目
の
若
手
社
員
、入
社
7

年
目
～
10
年
目
の
中
堅
社
員
の
た
め
の
階
層
別

研
修
の
定
着
化
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、添
乗
業

務
レベル
アップ
研
修

（
T
C
S
A
と
の

共
催
事
業
）、エ
リ
ア・ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
養
成
講

座
も
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

観
光
庁
長
官
試
験
事
務
代
行
と
し
て
総
合
旅

行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験
、法
定
業
務
と
し
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総
合
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
研
修
等
も
、従
来

通
り
、確
実
に
実
施
し
ま
す
。

　

社
会
貢
献
委
員

会
は
、今
年
度
事
業

方
針
に
国
連
の「
持

続
可
能
な
開
発
目

標（
S
D
G
s
）」の

文
言
を
加
え
、持
続
可
能
な
観
光
振
興
へ
貢
献
す

る
運
営
を
力
強
く
行って
参
り
ま
す
。

　

残
り
2
カ
年
と
な
っ
た「
J
A
T
A
の
道
」完

結
後
の
、新
た
な
社
会
貢
献
案
を
今
年
度
決
定

し
ま
す
。

　

本
年
度
は
5
日
以
上
の
有
給
休
暇
取
得
義
務
化

開
始
や
、10
連
休
といった「
休
み
方
改
革
」へ向
け
た

象
徴
的
な
年
で
す
。「
休
み
方
改
革
こ
そ
観
光
政
策

の
中
心
」と
捉
え
、様
々
な
角
度
か
ら
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。ま
た
、就
職
活
動
早
期
化
に
対
応
し
た
イ

ンタ
ーンシップ
開
催
時
期
の
見
直
し
や
、I
T
セ
キュ

リ
テ
ィ
、高
齢
者
雇
用
、テ
ク
ノロ
ジ
ー
活
用
に
よ
る

生
産
性
向
上
等
、会
員
各
社
が
直
面
す
る
経
営
課

題
に
対
応
で
き
る
よ
う
広
範
な
活
動
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

　

①
マ
ス
メ
デ
ィ
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じ
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の
さ
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な

る
広
報
活
動
の
充
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（
特
に
、ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
促
進
協
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②
各
委
員
会
の
重
点
施
策
と
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動
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広
報
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（
主
に『
じゃ
た
こ
み
』）③
広
報
危
機
管
理
セ
ミ
ナ
ー

の
実
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東
京
以
外
で
実
施
予
定
）

　
J
A
T
A
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ホ
ー

ムペ
ー
ジ
内
に
、過
去

の
苦
情
事
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発
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間
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追
加
掲
載
し
、

活
用
促
進
し
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
に
関

わ
る
苦
情
が
急
増
す
る
中
、旅
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図
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双
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日
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会社概要
（株）毎日企画サービス
毎日新聞グループの旅行会
社として、1960年代半ばに
創業、社員数81名。「まいた
び」ブランドで、国内外ツアー
のほか、山旅を主力とするの
が大きな特徴。高尾山など
の初級から岩場など難所の
多い日本アルプスまで幅広い
ラインナップをそろえる。夜出
発して登山口に朝到着する
「毎日あるぺん号」も人気。
https://www.maitabi.jp

わが社のこのひと　（株）毎日企画サービス

鈴木さんが撮影した名峰マッターホルン。ピラミッドのように鋭角にそびえる均整のとれた
フォルムを映し出すのは鈴木さんならでは。

一歩一歩確実に歩く

＜一緒に苦労し感動する＞
　登山ツアーは気象条件によるツアー催行の判断も
格段に多くなります。台風・大雪・強風・豪雨など
で危ぶまれる場合、出発日前日の16時までにツアー
中止を決定しています。ただ、難所が多く、厳しい
条件のコースは、登頂を目指して何年も前から準備
している参加者が多いため、忸怩たる思いで決定す
ることも多いそうです。
　移ろいやすい山の天候は、晴天が一転し山頂が霧
に覆われてしまうことも。「北海道の十勝岳では、
濃霧で何も見えなくなり、1時間ほどみんなで固

まってじっとしていたことがありました。どこか道
がないか探し回るお客様もいらっしゃるのですが、
事故を防ぐためには動かない、元来た道を戻るのが
鉄則。山は麓からのバス本数が少ないので、個人
だと焦ってしまいがちですが、ツアーであれば添乗
員が時間管理し、麓でも必ずバスが待っています」
（鈴木さん）
　こうしたベテランならではの経験と勘を養うため
に、同じ山に何度も登り続けているという鈴木さ
ん。最後に山の魅力を聞くと、「日の出と日の入り
の瞬間、山全体が薄紫色に輝く瞬間は麓では見られ
ない景色。また、登山というと山頂を目指す人が大
半ですが、山には個性豊かな山小屋があったり、自
分の足で歩かないとたどり着けない温泉など多彩な
魅力があります。繰り返しになりますが、お客様と
一緒に苦労して登り、一緒に感動できるのが醍醐味
です」と微笑んでくれました。

円谷英夫社長に聞く
●山岳課は業界で珍しい部署。経緯や業務内容は？
　富士山と尾瀬から始まったまいたびの山ツアー。人気に伴って全国
の山岳を商品化するに際し、「確かな経験に裏打ちされた重層的な安
全対策が必要になりました」（円谷社長）。そこで、山岳のプロが素
材研究、商品造成、集客、催行までワンストップで行う組織として
発足したのが山岳課。「ツアー登山は一般のツアーに比べリスクが高
く、旅行者の経験や体調にも左右されます。プロが山岳気象会社と連
携し、さらに全国の山岳ガイド組合の協力を得たりしたりながら、安
心安全登山を守っています」（同）。

●鈴木さんの魅力は？
　「気は優しくて力持ち」（円谷社長）。鈴木さんは自然の素晴らしさや厳しさを
知り尽くし、判断はシビア。何かあればすぐ現場に駆け付ける行動力がある一
方、お客様にはソフトに対応する姿勢が親しまれているそう。鍋を担いで登り、
山頂でお客様に豚汁を振る舞うことも。
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長年の経験による判断が、
登山者の登頂目標を叶える

＜24時間、お客様とともに＞
　中高年の登山ブームが続くなか、8～9割がリピー
ターだという高い満足度を誇っているのがまいたび
の山旅。同社は一般的な国内外のツアーを取り扱う
一方で、社内には旅行会社には珍しい「山岳課」と
いう部署があります。山岳課長として、登山専門の
企画から安全管理、ツアー催行の判断までリーダー
シップを取っているのが鈴木正喜さんです。
　鈴木さんは若い頃写真を学ぶなかで山に魅せら
れ、30年前当時から登山ツアーを扱っていた同社に
誘われて入社したという異色の経歴。「山が好きと
いうこともありますが、お客様と苦労と感動を共有
するなかで、私が手伝うことで何とかして登らせて
あげたいと思うようになりました」と鈴木さん。同
社のツアーは山小屋やテント泊が多く、添乗中24時
間行動を共にすることも。「雑魚寝はもちろん、混
雑しているときはひとつの布団を共有したことも。
一緒に苦労して登るので、通常のツアーとは異な
り、家族という感覚が高まります」と語ります。

＜経験値から登山レベルを下げる提案も＞
　自然との闘いでもある登山。憧れの山に登頂して

みたいとの問い合わせは少なくありませんが、安全
を最優先するため、登山レベルの判断には慎重にな
ります。インターネットでも予約を受け付けていま
すが、上級コースの申し込みは必ず電話でお客様と
直接話すそうです。これまでどんな山に登ってきた
か、最近登ったのはいつかなどをヒアリングし、経
験や体力に合ったツアーを案内するためです。場合
によっては、参加を断ったり、レベルを下げる提案
をしたりすることがあります。
「登山の世界は、無理だからといって途中で電車や
ロープウェイで帰ることはできません。せっかく申
し込もうとしているのに、とお叱りを受けることも
ありますが、事故の発生を防ぐだけでなく、途中で
断念して一番辛いのはお客様。長年の経験から、電
話口の話し方でレベルをある程度予測することもで
きます」（鈴木さん）
　電話口でレベルについてじっくり話すのは、通常
の予約オペレーターではなく、鈴木さんたち山岳課
のメンバー。いずれも異業種を経ながらも山好きで
同社に入ってきた人ばかりで、山というテーマをも
とにさまざまな知見が集まるスペシャリスト集団で
す。
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鈴木正喜さん

プロフィール
鈴木正喜（すずき・まさよし）
1990年、毎日企画サービス入社。富士山、尾瀬から北アルプス、北海道の
山 ま々で山旅を企画、手配、添乗し、2011年10月旅行部山岳課長に。

手配を旅行者自身で行うこと
が容易になる一方、企画からオペ
レーション、デジタル対応まで各社
の独自性がこれまで以上に求め
られています。そんななか、他に
は決して真似できない知識や経
験から市場を深堀りしている人た
ちはどのような努力をしているの
でしょうか。
2019年4月発行号の誌面から
新しく登場するコーナーが「わが
社のこのひと」。第1回は、カメラマ
ン出身で登山のスペシャリストとい
う類まれなスキルを持つ毎日企画
サービスの鈴木正喜さんです。














